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現状・課題・なりゆき・ありたい姿



01 現状・課題

愛知県の森林 現状の課題

① 人工林の85%が、標準伐期齢を超える状況にある
（尾張西三河地域は81％、東三河地域は89％）

② 森林の高齢化が進む一方、主伐・植林のサイクルは進んでいない
理由）小規模所有者、木材の利用率低い
高齢の森林増 森林によるCO2の吸収量が低くなる

人工造林実行率主伐実行率

9%21%尾張西三河

4%
尾張西三河
よりも低い
（未開示）

東三河

CO2吸収量
(t/ha・年)杉

3.320年生

2.340年生

1.160年生

0.880年生
※愛知県の森林計画（2016～2020年度）の実行結果



01 現状・課題

容量（万KW）

2030年目標2021年実績

460289太陽光発電

147風力発電

10639バイオマス発電

580335合計

● 温室効果ガス排出量で全国2位

● 再生可能エネルギーの導入推進
バイオマス発電は国・県ともに注力

愛知県の現状・取組み

● 燃料（バイオマス）の安定確保が課題
国内の未利用林地残材はコスト高

（薄く広く存在→回収・輸送コスト増）
➥海外から輸入した木質チップを燃料に

使用するという「無駄・矛盾」

● 発電の際に排出されるCO2は大気に放出

バイオマス発電の現状

木質バイオマス発電の燃料内訳

「あいち地球温暖化防止戦略2030」

2.7倍

1.7倍

6割



01

・森林の更なる高齢化

・CO2吸収率悪化

・土砂災害、病害虫発生リスク増加

・バイオマス発電普及の停滞

（バイオマス原料不足・高騰)

なりゆきの姿

（生成AIにより作成）



01 ありたい姿

日本の森林を若返らせながら、炭素循環社会を推進する！

カーボンニュートラルからカーボンネガティブの社会

森林更新

高齢森林からCO2吸収の多い若年木が生い茂る森林へ

海外からの輸入に頼らないバイオマス発電

且つ、CO2を回収・利用

バイオマス発電（炭素循環）



事業モデル



02
事業モデル

Anti-aging of Forest
森林を若返らせてCO2の吸収を加速させる

Biomass Power Generation BECCU
バイオマス発電による化石燃料の代替＋
発電により発生するCO2を回収・固定化

Carbon Recycle
固定したCO2を化成品とし資源循環する

ABC削減法

３つの方法でCO2を削減



森林更新

Jクレジット販売

全体のマネジメント役を愛知県/自治体が担う！！
両輪を上手く回す

CO2
木質チップ
の安定供給

事業モデル
02

伐採

植林

育成 CO2回収バイオマス発電

廃コンクリート
(廃セメント）

炭素循環

コンクリート添加剤
製紙
農地散布

CaCO3

(CO2固定）



小規模私有林、所有者不明林を
自治体が一括管理

（森林経営管理制度）

高齢木の主伐を計画的・積極的に進める。
植林は成長サイクルの早い「エリートツリー（早生
樹）」に
50年で固定化するCO2量を20年に短縮

現状
森林の若返りとバイオマス燃料確保へ

伐採サイクルが短縮されることで、バイオマス発電の原料確保の安定化にも寄与

02
事業モデル（森林更新①）

20年後

20年50年



中小企業

Jクレジット

資金

森
林

管
理

事
業

者

愛知の企業価値向上にも

管理委託費

バイオマス発電事業者

木質バイオマス

森林管理

国

プロジェクト登録申請Jクレジット

自治体

資金森林クレジットを購入し
カーボンオフセットを実現
森林保全に間接関与
➥企業イメージ向上

事業モデル（森林更新②）
02

20年



森林更新

Jクレジット

CO2

木質チップの安定供給

建築・家具資材
(カスケード利用)

必要な分だけ木材利用

残りは積極的に
バイオマス発電
の燃料に

02
事業モデル（森林更新 炭素循環）

伐採

植林

育成 CO2回収バイオマス発電

廃コンクリート
(廃セメント）

炭素循環

コンクリート添加剤
製紙
農地散布

CaCO3

(CO2固定）



● カーボンニュートラルではなく、カーボンネガディブに挑戦！
従来型のバイオマス発電でなく、燃焼時に発生するCO2を回収・利用
（BECCU）

● 愛知をBECCUのモデル地域に

従来：カーボンニュートラル 構想：カーボンネガティブ

回収

固定化
利用

BECCU

02 事業モデル 炭素循環（バイオマス発電＋CO2回収・利用）

出典：（一財）家電製品協会（https://shouene-kaden2.net/）



自治体

バイオマス
発電

C
O

2 回
収

装
置

C
O

2 利
用

発電事業者選定
(用地提供）木質バイオマスの

安定供給

BECCUプロジェクト

※CO2回収・利用の技術選定は、導入時(2030年)における最適方法を選択
現時点では、CaCO3固定を想定

CaCO3固定

合成ガス
・メタン

・メタノール

液化炭酸ガス

植物工場

CO2地下貯留

02 事業モデル 炭素循環（バイオマス発電＋CO2回収・利用）



バイオマス発電＋CO2回収・利用

バイオマス発電

排熱

廃セメント廃コンクリート

CO2

回収装置 Ca抽出
CaCO3生成

・製紙
・コンクリート添加剤
・農地散布
・海洋散布

CaCO3

回収したCO2をCaCO3として固定化、再利用

事業モデル02 炭素循環（バイオマス発電＋CO2回収・利用）

木質チップの乾燥等
エリートツリーの苗木栽培



ロードマップ



ロードマップ03



ステークホルダー02

バイオマス
発電

C
O

2 回
収

C
O

2 利
用

自 治 体

民有林

森林経営管理制度
森林経営計画

森
林

管
理

者
(民

間
)

委託

管理 燃料用
木材

BECCU運転事業者

事業者選定
事業所確保 廃棄物業者

(コンクリート廃材)

個人(私有林)

自治体
(公有林)

企業(社有林)

国 中小企業

クレジット
認証

プロジェクト
申請

クレジット
販売

クレジット
購入

委託

CaCO3ユーザー



設楽町炭素循環施設構想



候補地 ：設楽町

面積：27,394ha、森林面積：24,662ha（面積の9割が森林）

民有人工林面積： 15,577 ha （殆どが杉桧）

（うち、標準伐期齢を超過した森林：94.4%）

・バイオマス発電規模（想定）： 10,000 kW （中規模）

・年間発電量 （想定）： 70.08 GWh/年 （稼働率：80%）

産業向け（15円/kWh）の場合：約10.5億円/年

04 プロジェクト候補地、シミュレーション

出典：設楽町観光ナビ（https://www.kankoshitara.jp/）



6.7 万t/年（気乾材 ※含水率15%）必要な木材量

500 ha/年（皆伐&全部位使用）必要な森林面積

－2,500 t-CO2/年
（※Jクレジット分として算出）

A削減 森林管理

CO2削減量
－61,000 t-CO2/年B削減 バイオマス発電

－70,080 t-CO2/年 (*1)C削減 CO2回収・利用

－133,850 t-CO2/年ABC合計

30 万t/年（*2)CaCO3生産に必要な廃コンクリート量

16 万t/年CaCO3生産量

(*1) CO2回収率：80% (*2) CaCO3生成効率：100%

04 プロジェクト候補地、シミュレーション





まとめ



2045年 カーボンネガティブ

（炭素を完全にコントロール）

05 まとめ

ありたい姿

設楽町マスコット:とましーなちゃん
（設楽町公式HPより）



THANK YOU!
ありがとうございました



Appendix



樹種別・林齢別 炭素吸収量

出典：森林・林業学習館（https://www.shinrin-ringyou.com/）





出典：（一社）福岡県木材組合連合会（https://fukuoka-kenmokuren.com/）



現状打破のために

✔ 愛知の森林を若返らせ（CO2吸収源の能力アップ）、
✔ バイオマス発電を増やし、
✔ バイオマス発電から排出されるCO2を回収・資源化し、
✔ 愛知県の中小企業のカーボンオフセットに寄与する

➥ このような夢のような仕組みがつれないだろうか？

• 個々の最適化を目指すのではなく、
「CO2の入口（森林育成）から出口（回収/利用）」までの
長期間、且つ全体最適のマネジメントが必要

10,20年後の技術革新を想定(期待)し、スタートから10年は赤字でも
プロジェクトを進める行政の支援が必要

01
現状・なりゆき・ありたい姿・課題

P7に
付随





出典:プラスソーシャルインベストメント株式会社（https://www.psinvestment.co.jp/）





想定Q＆A

1ほかの先行モデルとの違いは？
2設楽町に与える影響・メリットは？
3生物多様性はどのように想定している？
4碧南でBECCUモデル地域先行でやってる？
5BECCUを入れた理由は？
6両輪が噛み合うことにより、加速するなど将来像を説明いれてみては
7CO2利用、回収はどのようなものを想定してる例をあげて
8バイオマス、森林管理を事業化して森林組合働き手の仕事増加させるメリット
9ロボット最先端はどのようなものがあるか調べておく

Q1：皆伐・間伐をする実務者をどうやって確保するか
  （現状の給料等がわかれば参考になりそう）
平均年収350万（諸費用込み600万）
Q2：想定している木の種類
杉



先行モデルについて

先行モデルについては現在のところ、見当たらない。

碧南ではやっていない。石炭とバイオマスの混焼で火力発電を運用している
例はあるが、バイオマスの利用率は燃料の約３％である。

NEDO

「新たな燃料ポテンシャル（早生樹等）を開拓・利用可能とする"エネルギー

の森"実証事業」

「木質バイオマス燃料（チップ、ペレット）の安定的・効率的な製造・輸送

等システムの構築に向けた実証事業」

上記実証事業を行っている。しかしまだ実運用している地域はなく、バイオ

マス発電で発生するCO2の利用まで取り入れている構想は見当たらない。



生物多様性はどのように想定している？

生物多様性については、この構想で考慮していない。しかし、植林～伐採
までのサイクルが20年であることから、伐採する区域、時期などを考慮す
れば、生物多様性を大きく壊すことはないのではないかと考える。
またNEDOでも早生樹の実証事業は現在しており、その結果を踏まえて対
策を講じる必要がある。



・設楽町に与える影響・メリットは？

・整備が進んでいない森林の更新による災害リスクの低減。
・BECCU事業誘致による林業需要、働き口、人口流入の増加。
・高齢化した森林を若返らせることができる。



・BECCUのUを入れた理由は？

私たちは、より脱炭素を進めるために排出ゼロではなくネガティ
ブを目標としているため。



CO2利用、回収はどのようなものを想定例

廃コンクリート



バイオマス、森林管理を事業化して森林組合働き手の仕事増加させるメリット

        ①未利用木材をエネルギー資源として活用することで、間伐な
どの作業が進む。

②ただ伐採するだけではなくエリートツリーを植えるため森林
を若返らせることで温室効果ガスの削減に貢献

③木材販売だけでなく、バイオマスエネルギーとしての収益源
が追加され、森林組合の収入が増加する。

④森林管理技術やバイオマス活用のノウハウを次世代に伝える
機会が増えることで持続可能な産業となる。

⑤山の若返りに加え、Jクレジット販売による資金調達と中小企
業の価値向上も期待されます。



最先端ロボット

林野庁参照
https://www.rinya.maff.go.jp/j/kaihatu/morihub/attach/pdf/houkokusyo_230315-3.pdf



先行モデルとの違い



エリートツリー

成長が優れた林業用の樹木を人工交配して作った苗木の中から、 より
成長に優れたものを 選抜したものの総称で、スギやヒノキなどで苗木
生産が行われています。





森林経営管理制度



バイオマス発電の原価構成





先行事例



• 一般家庭の年間消費電力量：約3600kWh
• 1000KW規模のバイオマス発電

24時間、365日、最大出力(1000kW)で発電し続けた場合（現実的には稼働率60%くら
い？）
1000×24h×365日＝8,760,000kWh
8,760,000÷3,600＝約2400世帯分

年間木材使用量一般家庭年間発電量
kwh

発電規模

9万トン(未利用
木材）
5.4万トン(一般
木材)
※運転中は燃料

の購入費が年間
に13億円

22,000戸79,200,0001万KW岡山県真庭
市

発電容量



炭酸カルシウムの出口（用途）

年間使用量(万t)
大気中に放出してしまうため、固定化にはなら
ない

8,000-9,000（as 石灰
石）

セメント用

大気中に放出してしまうため、固定化にはなら
ない

2,500（as 石灰石）鉄鋼用

120-140製紙工業用

40-50プラスチック用

30-35塗料・インキ用

20-25ゴム用

1,000-1,500建築用骨材

200-300農業用
① コンクリート原料として使用 ※ｾﾒﾝﾄ原料と
は別
② 土壌改良 ※農地散布
③ 海洋散布 ※海水の酸性化を抑制

未知数新規利用

谷
口

設楽プロジェクトで製造されるCaCO3量 ：16万t/年

赤色がターゲット。16万t/年くらいなら十分に消費できる量



宇田


